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■拠点回収
（食品トレー、古着、廃食用油）
2月10日G・24日G午前10時～正
午＝小学校など19カ所（台場・三
木・第一日野・第三日野・後地・
小山・第二延山・大原・大井第
一・鈴ヶ森・浅間台・原・京陽・
城南第二・立会・旗台小学校、日野
学園、八潮地域センター、区役所）
■エコボックス
（紙パック、食品トレー）
大崎第二地域センター（大崎2－7－
13）ほか27カ所に設置しています。

●2月8日E午前10時～午後1時
峰原公園（大崎3－17）
菊田13490－8407

「譲りたい物」「譲ってほしい物」
を紹介しています。「くるくる」は、
毎月1日発行で地域センター、図書
館などに置いてあります。掲載を
希望する方は、電話でお申し込み
ください。

ご来店をお待ちしています。出品
を希望する方は登録・予約が必要
です。
登録できる方／18歳以上の方
※住所・年齢の確認ができるもの
を持ってご来店ください。
手数料／出品1点につき100円
※販売実費として、売り上げの
40％をいただきます。
※不用品交換情報ボードは無料で
す。希望の方は来店してください。
定休日／両店とも水曜日

旗の台店 旗の台5－13－9
旗の台駅南口下車
15498－7803
営業時間／午前11時～午後7時
取扱商品／衣服など日用品　
※旗の台店では買い取りも行って
います。
●卒園・卒業・入学用品募集
1月28日A～2月17日G

午後1時～4時
※予約なしでお持ちください。
※身分証明書をご持参ください。
※出品は1人1回10点までです。
※出品の翌日から販売します。
大井町店 広町2－1－36
第三庁舎2階
15742－6933
営業時間／午前11時～午後5時30分
取扱商品／大型家具、贈答品など
※家具など、自分で持ち込みでき
ない方に運送業者を紹介します
（運送料は有料）。

日

問
会

ご協力くださいご協力ください

リサイクルショップ「リボン」

リサイクル情報紙「くるくる」
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■週1回の資源ステーション回収
（新聞、雑誌、段ボール、紙パッ
ク、紙箱、飲食用びん・缶、ペッ
トボトル、乾電池）
回収する車、運搬先が違うため品
目ごとに分けてお出しください。
●紙箱（ティッシュやお菓子、贈
答品など）aビニールなどを取り
除き、開いてひもで縛る。
●びん、缶、ペットボトルa軽く
すすぎ、キャップ（不燃ごみ）が
ある場合ははずす。
●乾電池（単1～単5）a中身の見
える袋に入れて出す。

◇ガスボンベ・ガスライターは
発火の可能性があるので、使い
切って不燃ごみの日に別の袋に
入れてお出しください。

フリーマーケット

お越しください

昭和22年～昭和63年
昭和27年 ●品川区社会福祉協議会発足
33年 ●区初の敬老会館「ゆたか敬老会館」開設①
42年 ●心身障害児者通所施設「西大井福祉ホーム」開園
45年 ●重度身体障害者に日常生活用具を給付開始
49年 高齢者人口7％を超える

●在宅の心身障害者（児）を対象として緊急一時
保護制度開始
●友愛訪問員活動開始

51年 「品川区長期基本構想」策定
52年 ●品川区高齢者事業団設立②

●心身障害者福祉会館開館③
●高齢者家庭に「訪問看護」開始

53年 「品川区長期基本計画」策定
54年 ●「高齢者作品展」開始④
57年 ●区初の特別養護老人ホーム「成幸ホーム」を

（福）三徳会が開設
「障害者の完全参加と平等を推進するための品
川区行動計画」策定

58年 ●（福）品川総合福祉センターが特別養護老人ホー
ム、在宅サービスセンター、障害者施設との複
合施設開設⑤
●「障害者青年学級」を開設⑥

59年 ●障害者事業団「ふれあいの会」活動開始⑦
61年 ●小学校で「お年寄りと子どものふれあい給食」

開始
62年 ●精神障害者作業所「かもめ工房」開設
63年 ●区初の高齢者住宅「カガミハイツ」開設

平成元年～平成11年
平成元年 「第二次品川区長期基本計画」策定

●高齢者に学校給食配食サービス開始
2年 ●（福）福栄会が特別養護老人ホーム、知的障害者

通所施設などの入った複合施設開設
●三徳会に区初の在宅介護支援センター設置、ホ
ームヘルパー配置

3年 ●知的障害者グループホーム「つばさの家」開設
4年 ●有償在宅福祉サービス「さわやかサービス」開

始
5年 初めて高齢者の人口が年少人口を上まわる

「品川区高齢社会保健福祉総合計画（いきいき
計画21）」策定

●シルバー大学開設⑧
●第1回シルバー成年式開催
●品川区医師会に区初の訪問看護ステーション開設
●高齢者・障害者にやさしい住宅モデルルーム
（現バリアフリー住まい館）開設
●障害者パソコン・ワープロ通信「しなやかネッ
ト」本開局

7年 ●品川介護福祉専門学校開校⑨
●「しながわ出会いの湯」開始
●東品川在宅介護支援センターで24時間巡回型
訪問介護（ホームヘルプサービス）事業開始
●八ッ山保育園ふれあいデイホーム開設

品
川
区
で
は
、
昭
和
30
年
代
か
ら
高
齢
者
の
社

会
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
敬
老
会
館
（
現
シ
ル

バ
ー
セ
ン
タ
ー
）
の
整
備
や
老
人
ク
ラ
ブ
（
現
高

齢
者
ク
ラ
ブ
）
の
活
動
を
、
ま
た
昭
和
50
年
代
に

入
り
高
齢
者
事
業
団
（
現
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
）
を
設
立
し
就
労
活
動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
だ
昭
和
60
年
代
以
降

は
、
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
対

応
し
た
生
涯
学
習
・
健
康
づ
く
り
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平

成
14
年
に
は
、
55
歳
か
ら
の
就
業
総
合
相
談
窓
口

「
サ
ポ
し
な
が
わ
」
を
開
設
し
、
無
料
職
業
紹
介
な

ど
総
合
的
な
就
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。

高
齢
者
住
宅
施
策
に
つ
い
て
は
、
昭
和
63
年
か

ら
は
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
た
め
に
計
画

的
な
整
備
を
進
め
、
現
在
２
２
０
戸
を
確
保
し
て

い
ま
す
。

品
川
方
式
に
よ
る
高
齢
者
福
祉
施
設
の

整
備
の
開
始
（
昭
和
22
年
〜
63
年
）

昭
和
53
年
策
定
の
「
品
川
区
長
期
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
昭
和
58
年
に
八
潮
地
区
に
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
と
障
害
者
福
祉
施
設
と
の
都
市
型
複

合
施
設
を
開
設
し
、
運
営
は
（福）
品
川
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
公
設

民
営
の
い
わ
ゆ
る
「
品
川
方
式
」
第
１
号
で
す
。

平
成
２
年
に
東
品
川
に
（福）
福
栄
会
に
よ
る
複
合
施

設
を
開
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
の
昭
和

57
年
に
は
、
（福）
三
徳
会
に
よ
っ
て
、
区
内
初
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
施
設
に
は
、
す
べ
て
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
併
設
し
、
地
域
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

拠
点
と
し
ま
し
た
。

高
齢
者
福
祉
施
設
の
整
備
の
推
進
と

在
宅
介
護
支
援
体
制
の
強
化

（
平
成
元
年
〜
11
年
）

平
成
元
年
に
「
第
二
次
品
川
区
長
期
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
つ
つ
、
用

地
を
確
保
し
な
が
ら
、
都
市
型
の
介
護
基
盤
整
備

を
進
め
ま
し
た
。
用
地
の
確
保
は
大
き
な
課
題
で

し
た
が
、
学
校
、
保
健
所
、
都
営
住
宅
な
ど
と
の

複
合
化
を
図
る
こ
と
で
、
戸
越
台
、
荏
原
、
中
延

と
、
三
つ
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
順
次
開
設

し
ま
し
た
。

平
成
５
年
に
「
品
川
区
高
齢
社
会
保
健
福
祉
総

合
計
画
（
い
き
い
き
計
画
21
）」
を
策
定
し
、
在
宅

介
護
支
援
体
制
の
強
化
を
進
め
ま
し
た
。
特
に
在

宅
介
護
支
援
シ
ス
テ
ム
を
本
格
的
に
構
築
し
、
在

い
き
い
き
元
気
・
安
心
の
高
齢
社
会
を

家庭で使用済みとなった注
射針を不燃ごみとして出すと、
区民の方や収集職員の針刺し
事故の危険性がありますので、
回収にご協力ください。
「使用済注射針回収薬局」の
看板のある薬局で、注射針と
一緒に回収容器がもらえます。
容器が一杯になったら回収容
器をもらった薬局に持参して
ください。

品川薬剤師会13776－7669
荏原薬剤師会13784－3790

家庭で使った
注射針は薬局で
回収しています

昭和54年から始まった高齢者作品展
写真は平成17年開催のもの

戦後10年が経ち、昭和33年に高齢者の活動の場
として区初の敬老会館「ゆたか敬老会館」を開
設。50年代末に全16館の整備を完了した。敬老
会館は平成8年にシルバーセンターと名称変更

昭和52年高齢者の就労を推進する「品川区高齢
者事業団」（のちにシルバー人材センターと名称
変更）設立。就業を通して社会参加し、生きがい
や健康づくりを促進できるよう支援している

昭和52年、通所機能も
持ちながら、障害者団
体の活動、ボランティ
アの育成などの拠点施
設となる「心身障害者
福祉会館」開設

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
介
護
型
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
さ
ら
に
は
保
育
園
の

施
設
・
人
材
を
活
用
し
た
ふ
れ
あ
い
デ
イ
ホ
ー
ム

事
業
な
ど
に
着
手
し
ま
し
た
。

ま
た
、
品
川
区
独
自
の
「
高
齢
者
の
安
心
の
住

ま
い
」（
ケ
ア
付
き
高
齢
者
住
宅
）
の
整
備
な
ど
を

進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
12
年
の
介
護
保
険
制
度

の
導
入
に
向
け
、
平
成
11
年
ま
で
に
13
地
域
セ
ン

タ
ー
単
位
に
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。

要
介
護
認
定
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
調
整

会
議
の
モ
デ
ル
実
施
な
ど
を
行
い
、
制
度
導
入
の

準
備
に
あ
た
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
の
導
入
（
平
成
12
年
〜
）

平
成
12
年
に
介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
、
福

祉
の
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
ま
し
た
。
区
で
は

「
第
三
次
品
川
区
長
期
基
本
計
画
」
も
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

平
成
12
年
に
は
、
（福）
さ
く
ら
会
に
よ
る
老
人
保

健
施
設
に
在
宅
介
護
拠
点
と
「
高
齢
者
の
安
心
の

住
ま
い
」
を
併
設
し
た
南
大
井
高
齢
者
複
合
施
設

を
開
設
。
同
年
（福）
春
光
福
祉
会
も
西
大
井
に
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
開
設
。
平
成

15
年
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
区
内

初
の
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

整
備
を
支
援
し
ま
し
た
。

一
方
、
平
成
15
〜
16
年
に
か
け

て
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や

健
康
づ
く
り
、
認
知
症
予
防
な
ど

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、

今
後
は
さ
ら
に
介
護
予
防
の
施
策

の
充
実
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

昭和58年に開設した
障害者青年学級。軽
度の知的障害者を対
象に社会性・自立性
を身につけることを
目的とした

問い合わせ

元
気
な
高
齢
者
の
た
め
の
施
策

①

②

③

④

品川総合福祉センター。特別養護老人ホーム、
障害者施設など複合施設／昭和58年

⑤

⑥
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　有料広告の申し込み
は、2月・6月・10月に
受け付けています。申
し込みについての詳細
は、2月1日号をご覧く
ださい。 

広報紙に広告を 
掲載しませんか 

「 広報  しながわ 」の 
  21日号では、区内で 
  営業して いる店舗・ 
  会社などの広告を掲 
  載しています。 

  問い合わせ  
広報広聴課15742－6644

有料広告の 
掲載申し込みについて 

〈
広
告
〉

8年 「ふれあいサポート計画」策定
「第二次品川区長期基本計画（改訂版）」策定
●区初の、戸越台中学校と戸越台特別養護老人ホ
ーム、在宅介護支援センターなどの複合施設開
設⑩

9年 「高齢者や障害者にやさしいまちづくり推進計
画」策定
●福祉ショップ「テルベ」開店
●「しながわお休み石」第1号設置⑪
●荏原保健所（現品川区保健所）、荏原健康増進
センター（現荏原健康センター）、荏原特別養
護老人ホームなどの荏原複合施設開設

10年 ●認知症高齢者のための在宅サービスセンター
「小山の家」開設
●知的障害者の「福祉工場しながわ」開設
●中延特別養護老人ホーム、在宅介護支援センタ
ーなどの複合施設開設

11年 ●介護保険制度の実施に向け要介護認定を開始
●山中小学校の空き教室を活用した「山中いきい
き広場」開始

平成12年～
12年 「第一期品川区介護保険事業計画」策定

●（福）春光福祉会が特別養護老人ホーム「ロイヤ
ルサニー」、在宅介護支援センターなど開設⑫
介護保険制度開始
●（福）さくら会が区内初の老人保健施設「ケアセ
ンター南大井」、高齢者の安心の住まい「さく
らハイツ南大井」、在宅介護支援センターなど
複合施設開設⑬

13年 「第三次品川区長期基本計画」策定
●「いきいきカラオケ広場」開始
●認知症高齢者デイホーム「月見橋の家」開設

14年 ●高齢者のための就業総合相談窓口「サポしなが
わ」開設
●「いきいき健康マージャン広場」開始
●品川介護福祉専門学校に「品川福祉カレッジ」
開講⑭
●社会福祉協議会に品川成年後見センター開設
●子育て支援の拠点「家庭あんしんセンター」内
に障害者生活支援センターを開設

15年 「第二期品川区介護保険事業計画」策定
「区民健康づくりプラン品川」策定
「品川区地域福祉計画」策定
●障害者就労支援センター「げんき品川」開設
障害者の支援費制度開始（～18年）
●介護保険市町村特別給付「身近でリハビリ」
「水中運動」開始、「高齢者筋力向上トレーニン
グ」「ふれあい健康塾」などの事業開始

16年 ●介護が必要な高齢者の安心の住まい「ケアホー
ム西五反田」と「さくらハイツ西五反田」など
西五反田高齢者等複合施設開設
●知的障害者入所更生施設「かがやき園」開設
●「荏原いきいき倶楽部」開設

17年 ●「いきいき脳の健康教室」開始
●「いきいき筋力向上トレーニング」開始
●「荏原ほっと・サロン」開設
●精神障害者地域生活支援センター「たいむ」開設
●「グループホーム　ロイヤル西大井」開設
介護保険法改正

18年 「第三期品川区介護保険事業計画」策定
障害者自立支援法施行
●「シニアのための男の手料理教室」開始

19年 ●「しながわシニアネット」設立
●旧亀田邸に地域密着型サービス施設を開設（予定）

障
害
者
施
策
へ
の
取
り
組
み
の
開
始

（
昭
和
22
年
〜
63
年
）

区
の
本
格
的
な
障
害
者
施
策
の
取
り
組
み
は
、

昭
和
42
年
の
障
害
者
の
通
所
施
設
「
西
大
井
福
祉

ホ
ー
ム
」
の
開
設
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
は
、

障
害
者
は
施
設
の
中
で
生
涯
を
過
ご
す
の
が
幸
せ

だ
と
さ
れ
て
い
た
時
代
。
そ
う
し
た
な
か
、
障
害

者
が
ま
ち
の
中
で
暮
ら
し
、
毎
日
施
設
に
通
い
、

訓
練
や
作
業
を
す
る
西
大
井
福
祉
ホ
ー
ム
は
、
そ

の
後
の
区
の
障
害
者
福
祉
の
方
向
を
決
め
る
上
で

重
要
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
実
践
を
踏
ま

え
、
昭
和
52
年
に
国
の
施
策
を
先
取
り
し
た
心
身

障
害
者
福
祉
会
館
を
建
設
。
昭
和
53
年
策
定
の

「
品
川
区
長
期
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
昭
和
58
年

に
は
「
親
亡
き
あ
と
施
設
」
と
し
て
品
川
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
者
施
設
と
の
複
合
施
設
）
を

建
設
し
ま
し
た
。

養
護
学
校
卒
業
後
の
受
け
皿
づ
く
り
と

拠
点
整
備
（
平
成
元
年
〜
12
年
）

平
成
２
年
に
は
知
的
障
害
者
通
所
施
設
「
し
い

の
き
学
園
」
を
開
設
し
、
平
成
５
年
に
高
齢
者
住

宅
に
障
害
者
住
宅
を
併
設
し
ま
し
た
。
平
成
３
年

に
は
知
的
障
害
者
生
活
ホ
ー
ム
「
つ
ば
さ
の
家
」

を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
５
年
に
ふ
れ
あ

い
作
業
所
、
平
成
９
年
に
福
祉
シ
ョ
ッ
プ
「
テ
ル

ベ
」、
平
成
10
年
に「
福
祉
工
場
し
な
が
わ
」
の
開
設

な
ど
就
労
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

住
ま
い
と
就
労
支
援
へ
の
き
め
こ
ま
や
か
な

対
応
の
充
実
（
平
成
13
年
〜
）

施
設
か
ら
地
域
で
の
生
活
へ
と
大
き
な
流
れ
の

な
か
で
、
平
成
14
年
に
地
域
生
活
の
核
と
な
る

「
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
15
年
に
は
「
品
川
区
地
域
福
祉
計

画
」
の
策
定
に
続
き
、
支
援
費
制
度
の
導
入
に
伴

い
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
知
的
障

害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
や
就
労
支
援
の
充

実
を
め
ざ
し
た
「
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
。
昨
年
、
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
が
、
区
は
、
さ
ら
に
地
域
で
の
自
立
支

援
施
策
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に

平成5年に開設したシルバー大学。写真は「男の料理」

「しながわお休み石」第1号設置／平成9年

（福）さくら会が区初の老人
保健施設などの入った複合
施設開設／平成12年

特別養護老人ホーム「ロイヤルサニー」
での利用者運動会の様子

介護にあたる人材の養成・確保をめざし、全国初の
社会福祉協議会による「品川介護福祉専門学校」を
開校／平成7年

昭和59年に発足した障害者事業団「ふれあいの会」は、平成
5年に社会福祉協議会「ふれあい作業所」として再スタート
を切る。ふれあい作業所では清掃や自主製品製作など他区に
は見られない特徴を持つ

品川介護福祉専門学校に介護サービス従事者の専門性や実践
力の向上を支援する「品川福祉カレッジ」を設置／平成14年

平成8年、整備の遅れていた荏原地
区に戸越台特別養護老人ホームが開
設。中学校を併設した区初の複合施
設となった。写真は中学校との避難
訓練の様子

※①～⑭は写真の番号です。

⑧

⑨

⑩

⑫

⑪

⑭

⑬

⑦
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行ってみませんか保養所に

和室（バス・トイレ付き）定員5人　
借り上げ室数3室
大浴場・露天風呂、屋外プール、大小宴会場

静岡県伊豆の国市
長岡1056－1
1055－948－1301

静岡県熱海市
熱海1993－250
10557－82－5151

神奈川県足柄下郡
湯河原町宮上750－1
10465－62－7111

和室（バス・トイレ付き）定員5人　
借り上げ室数3室
大浴場・露天風呂、屋内プール、大小宴会場

和室（バス・トイレ付き）定員5人
借り上げ室数3室
大浴場・露天風呂、温泉プール、大小宴会場

7,350円
（特定日10,500円）
子ども5,145円

7,700円
（特定日10,700円）
子ども5,390円

8,400円
（特定日15,750円）
子ども5,250円

伊豆長岡
小松家
八の坊

施設名 所在地・電話番号 概要 料金＊

熱海ホテル
ニューアカオ

湯河原
大滝ホテル

お問い合わせの日から2カ月先までの空き室については、区民課
または希望の施設で予約ができます。宿泊代はすべて現地でお支
払いください。宿泊代は各施設で違いますので事前にお問い合わ
せください。
区民課15742－6687問

＊電話番号が2月25日aから変わります。新しい電話番号は
10460－82－4037です。
※湯河原温泉暖景苑は3月31日で終了します。

●はがきでの予約（5月分）

2月1日～15日（消印有効）に申込用はがきかＦＡＸに必要事項
（代表者の住所・氏名・電話番号、利用施設、利用月日、人数な
ど）を書いて応募してください。
○申し込みが多い場合は抽選です。結果は月末にお知らせします。
○申込用はがきと利用案内は、地域センター、文化センター、シ
ルバーセンター、体育館、区民課で配布しています。ＦＡＸ用申
込書が区民課にありますのでご連絡ください。
区民課 Fax 5742－6877申

連休の保養所申し込みをお忘れなく！

施設名・電話 5月の宿泊できない日
伊東温泉品川荘 7～10日
10557－35－0321
宮城野温泉箱根荘 9日
10460－ 2 －4037＊
日光林間学園しながわ光林荘 9～10日、14～17日、
10288－54－0988 21～24日、28～31日

4月から新しい保養施設が利用できます

予約・ 近畿日本ツーリスト新宿支店13354－4021
※受付時間は月～土曜午前10時30分～午後6時30分（日曜・祝日は6時まで）。

問

＊入湯税（大人150円）がかかります

申し込み 区内在住の方が対象です。2人以上（大人1人と子ども1人でも可）で利用してください（1回2
泊まで）。
はがきでの予約 利用日の3カ月前の1～15日（消印有効）に、専用はがき（往復はがき）に必要事項（施
設名、希望日など）を書いて、切手をはって応募してください。抽選後、結果をお知らせします。
※専用はがきは、区民課（第二庁舎6階）、地域センター、シルバーセンター、文化センター、体育館で配布
します。
○グループの申し込みは、各施設1通のみ有効です。代表者名を変えて複数応募した場合はすべて無効です。
抽選後の空き室予約 旅行会社へ電話でお申し込みください。利用日の2カ月前の同日午前10時30分から
受け付けます（例えば4月20日の宿泊は、2月20日午前10時30分から）。

日ごろ、皆さんは区役所をどのように利用していますか。また、区政について関心を持ったことがありますか。
区は、区民の皆さんの暮らしにかかわりの深いサービスを行っている最も身近な役所です。
「自分の住むまちのことをもっと知りたい、もっと良くしたい」と思っている方、区政モニターとして“しながわづくり”に
参加しませんか。
問い合わせ 広報広聴課区政モニター担当

（0140－8715品川区役所本庁舎5階15742－6613）

区民の皆さんに、区の施策や区政の現
状・課題などを知ってもらい、意見や要望、
質問などを寄せていただくことで、より良
い“しながわづくり”に役立てるための制
度です。公募により、40人の方にお願いし
ています。

区政モニター
制度とは

応募資格／18年4月以前から区内にお住まいの20歳以上の方
募集人数／40人
任期／1年（4月1日～20年3月31日）
2月16日F（消印有効）までに、申込用紙を広報広聴課へ郵送か持参

申込用紙配布場所／広報広聴課、区政資料コーナー（第三庁舎3階）、地
域センター、文化センター、図書館など
※ホームページで申込用紙の配信サービスを行っています。また、申込
用紙の郵送を希望する方はお問い合わせください。

申

募集内容

モニター集会への出席

テーマに沿って区の施策や課題を説明した後、モニターの皆さん
から区政への意見・要望を発表していただきます。
年5回程度、主に平日の午後に開催します（土・日曜日に実施す
ることもあります）。テーマは、モニターの皆さんの関心が高い内
容から選んで決めています。
■18年度のテーマ
○ごみ・リサイクル
○介護保険・介護予
防
○地域で子育て

モニター通信の提出

区政についての意見・要望・質問などを随時、郵送していただき
ます。

モニターアンケートの提出

区の施策や課題などについてのアンケートをお願いしています。
■18年度のテーマ
○ケーブルテレビ品川の事業
○健康づくり

モニターレポートの提出

区の様々な事業に参加し、体験した内容をレポートにしていただ
きます。モニターレポートは次のページでご紹介しています。

モニターの
活動を
紹介します

グループに分かれて活
発に意見を交換したあ
と、代表の方が発表を
しました。

18年度区政モニター委嘱式
では、区の予算や財政状況、
1年間のスケジュールなどに
ついて説明を受けました。
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別
区
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税
・
都
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期
分
（
普
通
徴
収
）
納
期
限
は
１
月
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納
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。
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税税

●自書申告を推進しています
申告納税制度の趣旨から、確定申告書などの提
出書類を自分で正しく作成する「自書申告」を
推進しています。申告書などを作成する方のた
めに「申告書作成会場」などを設けて記載方法
をアドバイスしていますので、ご利用ください。
●国税庁ホームページで申告書の作成ができます
http://www.nta.go.jp
国税庁ホームページの「所得税の確定申告作成
コーナー」で作成した申告書が、そのまま税務
署に提出できます。
※Ａ4普通紙をお使いください（インクジェッ
ト紙は、使えません）。
●還付申告をする方へ
次の「広域還付申告センター」でもできます。
還付申告書の受け付け（預かり）、書き方のアド
バイス（譲渡所得のある方を除く）をします。
東京駅動輪の広場／2月5日b ～16日f 午前
10時～午後6時　※土・日・祝日を除く。
新宿駅西口広場イベントコーナー／2月20日c

～23日f午前10時～午後6時

かながわ県民センター／2月8日e・9日f・14
日d・15日e午前10時～午後4時
千葉駅ビルペリエール／2月20日c・21日d午
前10時～午後5時
船橋フェイスビル「きららホール」／2月8日
e・9日f午前10時～午後5時
●三税共同相談会を開催します
所得税・事業税・住民税の確定申告相談会を開
催します。当日は、送付された申告書などと電
卓、黒ボールペン、印鑑を持参してください。
きゅりあん7階イベントホール（大井町駅前）／
1月31日d・2月1日e午後1時30分～4時
荏原文化センターレクホール（中延1－9－15）／
2月5日b午後1時30分～4時
※申告書作成のアドバイスを希望する方は、午
後3時ごろまでに申告書の資料のほか、前年の
申告書・収支内訳書の控えもご持参ください。
※混雑する場合には、受け付けを早めに締め切
ることがあります。
※会場で作成した申告書を提出できます。

●税理士による無料申告相談
小規模事業者の所得税・消費税、給与所得者・
年金所得者の所得税の無料申告相談を行います。
※土地・建物・株式などの譲渡所得のある方、所
得金額が高額な方、相談内容が複雑な方は、ご遠
慮ください。
※混雑する場合には、受け付けを早めに締め切
ることがあります。

( )
品川税務署　 13443－41718
荏原税務署
所得税・個人消費税 13783－6182
譲渡・贈与 13783－5362
税金の納付 13783－5381
東京国税局税務相談室13821－9080

問のたより

1/31D
2/1E・2F・

きゅりあん 5B～9F・
（大井町駅前） 13C～16F・

19B・20C・
26B～28D

中小企業センター
2/7D・8E（西品川1－28－3）

平塚橋会館
2/9F・13C・

（西中延1－2－8）
16F～26B
※土・日を除く

荏原文化センター 2/14D～19B
（中延1－9－15） ※土・日を除く
荏原第四地域センター

2/27C～3/1E（中延5－3－12）

会　　場 日　　程 時　　間

18年分所得税確定申告の税務署窓口での相談と申告書の受け付けは、2月16日（金）～
3月15日（木）です。
還付申告の方は、1月から提出できますが、税務署の閉庁日（土・日・祝日）は、相談
と申告書の受け付けは行っていません。

午前10時～正午
午後1時～4時

午前10時
～11時30分
午後1時
～3時30分

みどりと花の
ボランティアの体験
（11月15日　しながわ中央公園）

渡辺孝さん
小春日和に恵まれ、冬咲きのかわいい花々は私どもを
和ませてくれました。楽しい約1時間の作業はあっと
いう間に終わり、またぜひ様子を見に来たいと願って
います。

若林千代子さん
専門スタッフによる指導で手順よく草花の植え替え作
業を行い、心地よい汗と充実感がありました。活動ス
タッフの日々の苦労に感謝の気持ちで一杯です。良い
体験をさせていただきました。

1
施設見学会に参加
（11月10日　大崎保育園、
ぷりすくーる西五反田）

佐藤禮子さん
広い建物ときめこまやかに工夫された設備に感心しました。若い先生方のはつらつと保育
されている姿が印象的でした。品川区は子育て支援、すまいるスクール、小中一貫教育な
ど大変活動的で区民として誇りに思っています。

山田阿由さん
自宅で子どもを預かることができればと思い、保育園の様子をみたく参加しました。ぷ
りすくーる西五反田は、施設・設備がすばらしく、実際に入園できた家庭は本当にラッ
キーだと思いました。

山田敏夫さん
0～5歳児の一貫した教育と保育の内容は私の幼児施設のイメージを一変させました。多
くの人々の幼児教育への努力が理解でき、園長先生の「私たち職員も子どもたちと一緒
に成長しているのです」という言葉に心温まる思いを持ちました。

大場常夫さん
幼保一体化へのチャレンジ、夜間延長保育、子育て支援センターの設置などに向かう区
の積極的な姿勢、特に他区に先立って実行している点を評価します。

雲雀田志津枝さん
ぷりすくーる西五反田は、ひらがなでかわいらしい名前をつけて、楽しいなかにもきち
んとした教育がなされている感じを受けました。管理運営はＮＰＯ法人が行い、公設民
営の良い点も現れていると思います。

安達孝男さん
子どもたちが本当に生き生きとした目をしていました。もっと屋外で自由に行動させた
り、地域の健康な高齢者に協力をあおいではどうか、と思
いました。両園長の保育に対する考え方には深い敬意を表
します。

志賀勝さん
両園とも立派で明るく、質実ともに次世代を守り育てる総
合保育施設になると感じました。今後も職員の働き続ける
環境を区が支えていただきたいと思います。
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モニターレポート

施設見学会
「（福）さくら会（南大井高齢者保健
福祉複合施設）」は、在宅介護支援
センター、訪問看護ステーション
などのほか高齢者の安心の住まい
も併設され、様々な介護サービス
を提供しています。職員から説明
を受けたあと施設を見学しました。

この日は「地域における子育て」
をテーマに、幼保一体施設と保育
園を見学しました。

公園の清掃や花壇の管理をする
「みどりと花のボランティア」。
この日はしながわ中央公園で行
いました。

主に区内の公共施設をバスで見学し、施策への理解を
深めてもらう催しです。18年度は9月7日に「（福）さくら
会（南大井高齢者保健福祉複合施設）」を、11月10日には
「大崎保育園、ぷりすくーる西五反田」を見学しました。

18年度のモニターレポートです。


